
イ
フ
ジ
産
業

「液卵生産」衛生管理を徹底

日
本
鮮
食

風味そのまま魚や肉加工

宮
島
醤
油

　
し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
で
地
域

に
根
を
張
る
と
同
時
に
、
レ

ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど
業
務
用

食
品
は
全
国
に
出
荷
す
る
の

は
宮
島
醤
油

佐
賀
県
唐
津

市

。
２
０
０
８
年
に
地
元

素
材
と
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た

「
佐
賀
の
し
ょ
う
ゆ
」
を
発

売
。

年
に
は
初
の
自
社
ブ

ラ
ン
ド
カ
レ
ー
「
佐
賀
牛
カ

レ
ー

写
真
」
を
世
に
出
し

た
。
ま
た
地
元
産
品
を
使
っ

た
機
能
性
食
品
の
開
発
も
進

め
る
。
伝
統
的
な
発
酵
技
術

と
近
代
技
術
の
両
立
に
余
念

が
な
い
。

伝統発酵技術と近代技術両立

理
研
農
産
化
工

　
全
国
で
も
数
少
な
い
製
油

と
製
粉
の
両
方
を
手
が
け
る

の
が
理
研
農
産
化
工

佐
賀

市

。
社
名
は
旧
理
化
学
研

究
所

理
研

に
由
来
す

る
。
１
９
２
０
年
の
創
業
以

来
、
技
術
支
援
を
受
け
て
お

り
、
承
認
を
得
て
社
名
に
冠

し
た
。
現
在
は
家
庭
用
に
も

力
を
入
れ
る
。
代
表
が
国
産

大
豆
の
み
を
使
っ
た
「
国
産

大
豆
油
」
。
製
造
に
手
間
が

か
か
り
大
量
生
産
で
き
な
い

貴
重
な
も
の
だ
。

ざ
び
え
る
本
舗

バター香る和洋折衷焼き菓子

ま
る
は
ら

素材の味が引き立つ「鮎魚醤」

岩
崎
食
品

長崎の味「角煮まんじゅう」
た
ら
み

ゼリー製造、農園で果物も栽培
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル

　
沖
縄
県
内
で
約

％
の
シ

ェ
ア
を
誇
る
ビ
ー
ル
メ
ー
カ

ー
が
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル

沖

縄
県
浦
添
市

。
沖
縄
が
米

軍
施
政
下
だ
っ
た
１
９
５
７

年
、
地
域
経
済
の
発
展
を
目

指
し
て
設
立
さ
れ
た
。
主
力

製
品
「
オ
リ
オ
ン
ド
ラ
フ
ト

写
真
」
の
爽
快

そ
う
か

い

な
味
わ
い
は
、
沖
縄
の

気
候
や
食
文
化
に
合
わ
せ
た

も
の
だ
。
現
在
は
沖
縄
に
と

ど
ま
ら
ず
フ
ァ
ン
は
海
外
に

ま
で
拡
大
、
売
り
上
げ
の

％
は
県
外
が
占
め
る
沖
縄
を

代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
商
品
に

育
っ
た
。

ファンは海外にまで拡大

手
間
か
け
た
「
国
産
大
豆
油
」

　
食
品
売
り
場
で
イ
フ
ジ
産

業

福
岡
県
粕
屋
町

の
名

前
を
目
に
す
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
こ
の
業
界
で
は

極
め
て
有
名
だ
。
同
社
は
鶏

卵
の
殻
を
割
っ
た
「
液
卵

写
真
」
が
主
力
商
品
。
年
間

で
鶏
卵
の
国
内
消
費
量
の
約

２
％
、
約
８
億
３
０
０
０
万

個
を
使
用
す
る
。
専
業
メ
ー

カ
ー
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

だ
。
卵
黄
・

卵
白
の
ほ

か
、
加
糖
・

加
塩
、
冷
凍

な
ど
豊
富
。

衛
生
管
理
を

徹
底
し
た
工

場
で
食
品
メ

ー
カ
ー
へ
の

ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
る
。

　
魚
介
類
の
加
工
会
社
で
あ

る
日
本
鮮
食

福
岡
県
糸
島

市

は
、
貝
類
の
レ
ト
ル
ト

加
工
の
シ
ェ
ア
は
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
、
大
手
食
品
メ

ー
カ
ー
の
カ
ッ
プ
み
そ
汁
に

も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
も
う

一
つ
の
主
力
製
品

が
食
材
に
直
接
電

流
を
流
す
「
ジ
ュ

ー
ル
加
熱
」
食

品
。
対
象
は
魚
や

肉
、
エ
ビ
な
ど
幅

広
い
。
従
来
の
加

熱
方
法
に
比
べ
て

短
時
間
で
加
熱
で

き
る
こ
と
や
、
素

材
の
組
織
を
壊
さ

ず
に
風
味
を
損
な

わ
な
い
の
が
特
徴

だ
。

　
ミ
カ
ン
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の

青
果
販
売
業
だ
っ
た
、
た
ら

み

長
崎
市

は
、

年
ほ

ど
前
に
ゼ
リ
ー
製
造
を
始
め

た
。
現
在
は
「
み
か
ん
ゼ
リ

ー

写
真
」
な
ど
が
主
力
商

品
だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に
商

品
は
全
国
に
広
が
り
、
進
物

用
で
高
価
と
い
う
従
来
の
ゼ

リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
た
。
２
０

０
９
年
に
は
「
た

ら
み
フ
ァ
ー
ム
」

と
名
付
け
た
農
園

を
長
崎
県
内
に
開

設
。
肥
料
や
農
薬

を
極
力
使
わ
な
い

農
法
を
実
践
し
て

お
り
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
や
ミ
カ
ン
、
ス

イ
カ
な
ど
を
栽
培

し
て
い
る
。

　
大
分
銘
菓
の
「
ざ
び
え
る

写
真
」
は
、
バ
タ
ー
が
香

る
ビ
ス
ケ
ッ
ト
生
地
の
皮
に

白
あ
ん
な
ど
を
包
み
込
ん
だ

和
洋
折
衷
の
焼
き
菓
子
だ
。

ざ
び
え
る
本
舗

大
分
市

の
商
品
で
、
名
前
は
戦
国
時

代
に
豊
後
国

現

大
分
県

を
訪
れ

た
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
師
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

に
あ
や
か
っ
た
。

発
売
は
１
９
６
２

年
。
一
時
は
製
造

中
止
に
追
い
込
ま

れ
た
が
、
根
強
い

フ
ァ
ン
の
後
押
し

で
復
活
し
た
逸
話

が
あ
る
。

　
し
ょ
う
ゆ
メ
ー
カ
ー
の
ま

る
は
ら

大
分
県
日
田
市

は
「
鮎
魚
醤
」
を
製
品
に

し
ょ
う

ぎ
ょ

あ
ゆ

持
つ
。
原
料
は
同
市
で
名
産

の
養
殖
ア
ユ
と
塩
の
み
。
魚

醤
独
特
の
く
さ
み
が
な
く
、

料
理
に
加
え
る
だ
け
で
素
材

の
味
が
引
き

立
ち
、
味
に

深
み
が
出

る
。
国
内
外

の
料
理
人
が

隠
し
味
と
し

て
使
っ
て
い

る
と
い
う
。

日
田
市
名
産

の
養
殖
ア
ユ

と
塩
の
み
で

作
っ
た
「
鮎

魚
醤
」

　
和
食
、
洋
食
、
中
華
が
融

合
し
た
、
長
崎
独
自
の
宴
会

料
理
「
卓
袱
料
理
」
。
岩
崎

ぽ
く

し
っ

食
品

長
崎
県
長
与
町

は
、
卓
袱
で
人
気
の
「
豚
の

角
煮
」
を
手
軽
に
味
わ
え
る

「
角
煮
ま
ん
じ
ゅ
う

写

真
」
を
商
品
化

し
た
。
じ
っ
く

り
煮
込
ん
だ
豚

肉
を
肉
ま
ん
の

皮
の
よ
う
な
蒸

し
パ
ン
で
包
ん

だ
長
崎
流
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
。

直
営
店
や
通
信

販
売
で
年
間
約

２
５
０
万
個
を

販
売
す
る
。

九州のキラリと光る食品企業

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 　　春季号

国産大豆のみを使っ
た「国産大豆油」▲

　
多
く
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
九

州
は
古
く
か
ら
食
の
宝
庫
と
言

わ
れ
、
お
い
し
い
物
に
は
事
欠

か
な
い
。
当
然
、
ユ
ニ
ー
ク
で

高
い
付
加
価
値
を
持
っ
た
製
品

作
り
に
取
り
組
む
メ
ー
カ
ー
は

多
い
。
地
元
の
歴
史
や
食
材
に

根
ざ
し
た
食
品
や
、
高
度
な
技

術
を
駆
使
し
た
製
品
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
元
か
ら

全
国
に
広
が
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
も

あ
る
。
そ
の
中
の
ほ
ん
の
一
部

を
紹
介
し
よ
う
。


